
事例 小学校図画工作科（絵や立体,つくりたいものをつくる） 飛騨地区（K小学校）

１ 題材について

対 象 学 年 小学校 第３学年

学 習 指 導 要 領 第３学年及び第４学年の内容 表現（２）及び鑑賞A

題 材 名 おまつり おまつり 楽しいな（全９時間）

○ 祭りの体験をもとに、思い出や心に残った出来事を表すことに関心をもち、意欲

題 材 の 目 標 的に絵に表そうとする。 【造形への関心・意欲・態度】

○ 祭りの中で心に残る出来事を見つめて、画面を構想する。

【発想や構想の能力】

○ 自分の思いが表れるように、人物の動きや顔の表情、色遣いを工夫してかく。

【創造的な技能】

、 、○ 自分や友達の作品を見ながら 用具の生かし方や願いを表すための工夫を見付け

それぞれのよさや美しさ、面白さを感じ取る。

【鑑賞の能力】

基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

配 慮 事 項 ○ 題材指導計画作成上の工夫

・ 伝統文化である祭りを題材に取り上げ、祭り文化を持つ地域に住む子どもたち

の“祭りと自分”との主体的なかかわりをテーマに表現することをねらう。

・ 本題材の基礎的・基本的な内容を具体化し、単位時間における指導内容を明確に

する。

・ 評価方法をもとに単位時間の児童の評価をする。

○ 単位時間における工夫

・ 祭り体験を語らせたり、祭りを題材にした日記や作文、祭ばやしの音楽、祭りの

写真など祭りの場面を想起させるようなものをできるかぎり準備してテーマに迫

れるよう指導する。

・ 人物の動き、顔の表情を大切にすることやかき方を指導する。

・ 水彩絵の具など用具の生かし方を指導する。

・ 鑑賞の時間には、形や色、線の勢いなど作品を見る時の造形的な視点も示してい

く。

・ 自己評価の時間をつくり、自分の作品の振り返りや次の時間の課題をもてるよう

にする。

参 考 資 料 ① 鑑賞資料：参考作品

② 指導資料：いろいろな顔の表情を示した資料

人物の動きを示す資料

水彩絵の具の基本的な使い方の資料



２ 題材の評価規準

ア 造形への関心･ イ 発想や構想の ウ 創造的な技能 エ 鑑賞の能力

意欲・態度 能力

【表現】 感じたこと、想像したこ 表したいことに合わせ 表し方や材料の感じの

内 表したいことを表すため となどをもとに、よさや美 て、手などを働かせ、形や 違いが分かり、親しみの

容 に、形や色、材料などを見 しさなど感じたことなどか 色などの特徴やそれらの組 ある美術作品やその製作

のご ることに関心をもち、それ ら表したいことを発想し、 み合わせの感じを生かし、 の過程などのよさや面白

まと らを生かし、組み合わせた それに合わせて、美しさや 前学年までに経験した材料 さなどについて、話し合

との りして、思いを表す体験を 用途などを考え、計画を立 や用具などの特性を生かし うなど関心をもって見

ま評 深めることに関心をもち、 てるなど構想をする。 て、表し方を工夫する。 る。

り価 表すことを楽しもうとす

規 る。

準 【鑑賞】

自分たちの作品や身近な

造形品などの表し方や材料

による感じの違い、よさや

面白さなどに関心をもって

いる。

【表現】 祭り体験の中から自分 思いが表れるように顔 仲間の作品のよさや

題 心に残っている出来事 の一番表したい場面を見 の表情や体の動きを大切 美しさ、表し方や感じ

材 を形や色に関心をもっ 付け、その場の楽しさや にして下絵をつくった の違いなど自分と仲間

の て、思いがよく表れるよ 美しさ、面白さが表れる り、水彩絵の具や筆など の共通点や違いが分か

評 うに取り組もうとする。 よう、人物の動きや大き 用具のいろいろな扱いに り、自分の作品に生か

価 さ、画面配置、色などを 注意して、自分だけの祭 したりアドバイスした

規 【鑑賞】 考え、思いが伝わるよう りの場面を表す。 りする。

準 自分や仲間や教師の作 に構想を立てる。

品をみることに関心をも

ち、美しさや面白さ、表

し方の違いなどを見付け

ようとしたり感じたこと

を話そうとしたりする。

単 ①高山祭りの体験を表す ①祭りの体験をスケッチ ①表したい気持ちに近い ①仲間の作品に関心を

位 というテーマをもとに思 しながら思いを膨らませ 表情になるように目や口 もち、テーマや表し方

時 いを膨らませながら表し る。 の動き、輪郭を工夫した の感じの違いに気付き

間 たい場面を決める。 ②表したい感じに近づけ り大げさに表現したりし ながらよさや美しさを

に るために、顔の大きさや て気持ちが表れるような 見付ける。

お 配置をどのようにしたら 顔をつくる。

け よいかを考え、画面上の ②目や口の動き、顔の形

る 構成を工夫する。 など、顔の表情を工夫し

評 て表したい感じになるよ

価 うな下絵をかく。

規 ③絵の具道具を正しく使

準 って人物や周りを彩色す

る。



３ 指導と評価の計画（全 ９ 時間）
（１）授業の流れ

第１次 表したい場面の決定 （１時間）

第２次 アイデアスケッチ （１時間）

第３次 構図 （２時間）

第４次 下絵 （２時間）

第５次 彩色 （２時間）

第６次 鑑賞 （１時間）

（２）題材の指導計画

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

○高山祭りの ＜ア－①＞ ○プリントの記述 ○祭りに参加したこ１

体験を表すと ○高山祭りの ○発表 との他に采女の化粧

いうテーマを 体験を表すと ○スケッチ をするところやお客

もとに、自分 いうテーマを さんを迎える準備を

の祭り体験で もとに思いを ・高山祭りについ しているところな

心に残ってい ○高山祭りを見た経験や、行列 膨らませなが て思っていること ど、いろいろな場面

ることを絵に に参加した体験などを話す。 ら表したい場 や感じたこと、自 があることを呼びか

表そうとする ○祭りを待ち遠しく思う気持ち 面を決める。 分の体験などを進 け、表現の幅が広が

気持ちをもち やお祭りの日のわくわくした気 んで話したり書い るようにする。、

場面を決める 持ちを語り合う。 たりしたか。 ○祭りを題材にした。

○自分の体験を思い浮かべ、一 ・表したい場面を 作文や日記、写真を

番伝えたい場面を簡単な絵や文 イメージしたか。 紹介して祭りを身近

章で表す。 に感じさせる。

２ ○画面上に必 ＜イ－①＞ ○アイデアスケッ ○アイデアスケッチ

ず自分を描き ○祭りの体験 チ の例(教師の参考作、

細部にこだわ をスケッチし ・表したい場面を 品)を提示してイメ

らず思いつく ながら思いを おおまかな形でと ージをもたせる。

ものをいくつ 膨らませる。 らえてスケッチし ○祭り風景の写真を

もかくことで たか。 見せたりまつりばや

かきたいもの ○画面上に必ず自分を描き、細 しの音を聞かせたり

の思いを膨ら 部にこだわらず思いつくものを してイメージをもた

ませる。 いくつもかいていく。 せる。

○アイデアスケッチの中から表

したいことがよく表れているも

のを一つ選ぶ。

３ ○絵の中心に ＜イー②＞ ○画面上の構図 ○友達同士でアドバ

なるものの大 ○表したい感 ○観察 イスし合う。

きさや配置を じに近づける

考え、思いが ために、顔の ・大きさや配置を ○顔の大きさや傾き

伝わる構図に 大きさや配置 あれこれ試しなが などの資料から考え

する。 をどのように ら思いが伝わる構 させる。

○画面のどこにどんな大きさで したらよいか 図を考えていた

入れるといいかを考える。 を考え、画面 か。

○型紙を動かしながら大きさや 上の構成を工

配置の一番いい構図を決める。 夫する。

高山祭りの体験を思い浮か

、 。べ 表したい場面を考える

表したい場面をアイデアスケ

ッチする。

より思いが表れる絵にするた

めにどの部分を大事にしてか

けばいいかを決める。



４

○粘土を使っ ＜ウ－①＞ ○作品 ○いろいろな顔の表

て顔をつくり 表したい感じに近付く ○表したい気 ○観察 情の資料を提示す、

目や口の動き よう目の動きや口の様 持ちに近い表 る。、

輪郭などを工 子輪郭を工夫して顔づ 情になるよう ・目や口の動き、 ○鏡で表情をつくっ

夫したり大げ くりをする。 に目や口の動 輪郭などを工夫し たり友達同士で表情

さに表したり き、輪郭を工

しながらより ○目や口の動き、輪郭などをど 夫したり大げ て表したい気持ち をつくって見させた

変化のある気 のようにすると伝えたい場面の さに表現した に近い表情がつく りしながら表情の変

持ちが表れる 気持ちが表れる表情になるかを りして気持ち れたか。 化をつかませる。

ような表情を 考え、表したい感じに近い表情 が表れるよう

見付けだす。 をつくる。 な顔をつく

る。

５ ○人物の大き ＜ウ－②＞ ○作品 ○顔の表情や画面配

６ さや画面上の ○目や口の動 置、体の動きなど資

配置、顔の表 き、顔の形な ・大きさや 配置 料や教師示範で示、 、

情を大切にし ど、顔の表情 表情などを大切に す。

て思い切って を工夫して表 して下絵をかいた

下絵をかく。 したい感じに か。

なるような下

絵をかく。

○画面にどのような大きさで入

れたらよいかを考え思い切って

かく。

○表したい表情になるように工

夫してかく。

７ ○表したい場 ＜ウー③＞ ○作品 ○色づくりや筆遣い

８ 面を効果的に ○絵の具道具 ○観察 など基本となる絵の

表すために道 を正しく使っ 具の使い方を資料や

具を正しく使 て人物や周り ・道具を正しく使 教師示範で示す。

って人物や周 を彩色する。 って彩色をした ○祭り(写真・音楽)

りの彩色をす か。 コーナーや試しぬり

る。 ができる用紙の準備

○水彩絵の具や筆などの用具を など効果的な表現に

使って思いが表れるような彩色 結びつくような手だ

をする。 てをとる。

○一人一人の表現を

認め励ます。

９ ○仲間の作品 ＜エー①＞ ○プリント ○色や形の美しさや

を鑑賞して、 ○仲間の作品 ○発表 人物の動きなど造形

表現の面白さ に関心をも 的なよさに着目させ

や多様性に気 ち、テーマや 一人一人の頑張りを

付き、造形的 表し方の感じ 認める。

なよさを味わ の違いに気付

う。 ○ 自分の作品について話し きながらよさ

たり、仲間の作品のいいところ や美しさを見

を見付けて発表したりする。 付ける。

目や口の動き、顔の形、

手などをよく見て思いき

って線をかき、表したい

感じの下絵をつくろう。

自分の作品を発表したり仲

間の作品を見たりする。

水彩絵の具を使って表した

い場面を工夫して表す。



４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のねらい

・目や口の動き、顔の輪郭、手などをよく見て思い切って線をかき、気持ちが表れるような下絵をかく。

（２）本時の位置

５／９時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

○ 思いが表れるような下絵にするために大切 ・自分の表したいこと

にしたいことを発表する。 を発表させ、本時の 課

つ ・ 笛をふいている感じを出すために目が笛の ［発言、表情］ 題への意識づけをする。

か ほうを向いているようにかきたい。 ・自分の願いを積極的に発 ・友達の発言から表現方

む ・ あめを食べている感じを出したい。 表しようとしている。 法がわからない子にも具

○ どんなことに注意すればいいかわからない ・めあてが見付けられない 体的なイメージをもたせ

子、迷っている子にアドバイスする。 子に対して、アドバイスし る。

・ 鐘たたきをがんばっている真剣な表情をど ようとしている。 ・表情がよく出ている下

うやって表したらいいかわからない。 絵の参考作品やいろいろ

・ 参考作品を鑑賞して下絵のイメージをつか ＜ウ－②＞ な顔の資料を見せて、具

む。 ・目や口の動き、顔の形な 体的なイメージをもたせ

ど、顔の表情を工夫して表 る。

したい感じになるような下 ・真剣な表情をつくるた

絵をかく。 めには、口をぎゅっと閉

じてへの字型になるよう

にしたり目を鐘のほうへ

むけたりするといいこと

追 などを指導する。

究 ○ 評価規準を提示して製作をする。 ・友達同士でモデルにな

す ・ 目や口の動き、顔、手の形をよく見て、思 る。

る いきってかけたら・・・ ・鏡で顔の表情をつくっA
・ 目と口の動き、顔、手の形をよく見てかけ てかく。

たら・・・ ［聞き取り、観察、作品 ］ ・粘土でつくった表情のB 、

○製作の途中で自己評価や作品交流をする。 ・めあてに向かってじっく 資料を使ってかく。

りと作品に向かったり表現 ・製作途中の自己評価で

を追究したりしようとして の子はそのまま製作をA
いる。 続け、 や の子は、B C

集めて線のかき方などを

アドバイスしたり示範し

たりする。

［振り返りカード、発言、 ・表したいことが表せた

表情］ 子の表現や造形的なよさ

・自分が工夫したことや資 が表れている作品を紹介

料、アドバイスから学んで して全体に広げる。

ま ○本時を振り返り、自己評価をする。 変わったことを発表しよう ・表現方法がわからなか

と ・ 思い通りになったことや工夫できた としている。 った子のはじめと終わり

め ことを発表する。 ・友達の作品に関心をもち の作品の変化を見届け頑、

・ 表現方法がわからなかったが、友達 熱心に見たり聞いたりしよ 張った姿を認める。

や教師のアドバイスで変わった子の例 うとしている。

を紹介する。

目や口の動き、顔の形、手などをよく見て

思いきって線をかき、表したい感じの下絵

をつくろう。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例
本題材（あるいは本時）の評価と、個に応じた指導の事例を以下のようにまとめた。

「学習活動における具体の評価規準」に照らして 「十分満足できる」状況（ ）を実現していると判断した児童の、 A
具体的な状況例、及び「努力を要する」状況（ ）と判断した児童がいる場合の指導の具体的な手だてを示している。C
授業展開の中で 「学習活動における具体の評価規準」に照らして、個の学習状況を把握することに努める。そ、

の際 「努力を要する」状況と判断した児童（生徒）に対して、学習状況に応じた指導の手だてを講じて、基礎的・、

基本的な内容の確実な定着を図る。それと合わせて 「十分満足できる」状況と判断できる児童の姿が実現されるこ、

とをめざして、指導・援助に努めていく。

【造形への関心・意欲・態度】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と

具体の評価規準 いると判断した児童の具体的な状況例 判断した児童への指導の手だて

＜アー①＞ ○頑張って鐘たたきをしたことや家を一軒 ○お祭りへ出かけてはいるがどんな場面

○高山祭りの体験を 一まわりながら笛ふきをしたことなど自 を表したらいいか、また、心に残って

表すというテーマ 分の祭り体験で心に残っていることをプ いることは何かが具体的にイメージで

をもとに思いを膨 リントにたくさん書き込み、イメージを きないでいたが、友達の発表を聞いた

らませながら表し 膨らませていた。 り、祭り風景の写真を見せたりするこ

たい場面を決め とでイメージをもち始め、家族でお祭

る。 りを見ている場面を表したいという気

持ちがもてた。

【発想や構想の能力】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と

具体の評価規準 いると判断した児童の具体的な状況例 判断した児童への指導の手だて

＜イー①＞ ○夜祭で屋台を見て、感激している場面を ○ゲームをしている場面の様子をテーマ

○祭りの体験をスケ テーマに選び、スケッチをしていた。屋 に選びスケッチをしたが人物の動きや

ッチしながら思い 台の形や模様、見ている自分や家族の様 形などが具体的にわからず困ってい

を膨らませる。 子などをスケッチしながら、どんどんイ た。お祭りコーナーへ行き、お店の様

メージを膨らませていた。 子を見させたり友達にモデルになって

もらって人物の動きを確認させたりし

た。その結果、具体的なイメージをも

つことができて、人物の形などが詳し

く表せた。



【創造的な技能】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と

具体の評価規準 いると判断した児童の具体的な状況例 判断した児童への指導の手だて

＜ウー②＞ ○鐘たたきをしている真剣な表情をつくり ○集中力が続かず、思い通りにならない

○目や口の動き、顔 たいという思いをもち、鏡で表情をつくっ と途中で活動をやめてしまいがちだった

の形など、顔の表情 て集中して取り組んでいた。自分の顔を見 が友達にモデルになってもらいそれを見

を工夫して表したい ながら、筆を使って慎重に目、鼻、口をか ながらかき進めた。教師が手、目、鼻、

感じになるような下 き進めた。口をぎゅっと結んで力を入れて 口などかく順番や場所を示し、励ましな

絵をかく。 いる様子やまっすぐ前を見ている目線など がら取り組ませた結果、最後までかきあ

に力強さや真剣な感じがよく表れていた。 げることができた。

やたいを見たりお父さんと妹

とお母さんといっしょに行っ

て妹といっしょにりんごあめ

やチョコバナナやベビーカス

テラを買ったことが心に残っ

たことです。



【鑑賞の能力】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努を要する」状況（Ｃ）と

具体の評価規準 いると判断した児童の具体的な状況例 判断した児童への指導の手だて

＜エー①＞ ○仲間の作品を鑑賞して、墨で勢いよくか ○「～さんは、がんばってかいていてす

○仲間の作品に関心 いていて元気のある絵になっている とか ごいと思います 」など抽象的なとらえ、 、 。

をもち、テーマや表 色づくりをたくさんしていてきれいな色に や態度面でのよさ見付けにとどまってい

し方の感じの違いに なっているなど、色や形という視点でよさ る子に対しては、ものの形や多様な色、

気付きながらよさや や美しさを見付けることができていた。 また、色のきれいさなどからよいところ

美しさを見付ける。 を見付けるように視点を与えた。

参考資料

①鑑賞資料（教師の参考作品）



① 指導資料

お祭り風景の写真資料 いろいろな顔の表情の資料

人物の動きの資料



水彩絵の具の基本的な使い方の資料


